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はじめに

　ITS は、事故や渋滞の削減、環境対策等、交通領域に

関わる世界共通の課題を解決するためのシステムとして、

世界的に取り組まれてきました。近年では特に、情報通

信技術や制御技術を駆使して、人、道路、自動車の間で

情報の受発信を行うことで、これらの諸課題に対応する

新しい交通社会を実現しようとしています。ただし、こ

れらの課題解決に向けて世界が協調して取り組んでいく

ためには、世界共通の枠組みが必要となります。製品や

人の移動、そして、情報や仕組みまでもが国境を越えて

展開される現代において、さらなる発展を目指すために

必要な課題と言えます。　　　

　「第 20 回 ITS 世界会議東京 2013」は、そうした世界

共通の枠組みのための議論をスタートさせる最初の第一

歩の場として、10 月 14 日から開催されますが、ここで

はその開催概要と見所等を紹介します。

「第20回 ITS世界会議東京2013」について

２－１　第 20回 ITS世界会議東京 2013開催概要

　◇大会期間　2013 年 10 月 14 ～ 18 日（月～金）

　◇開会式…… 2013 年 10 月 14 日（月）／東京国際フォ

ーラム

　◇ セッション、展示会、ショーケース、テクニカルビ
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ジット、閉会式…… 2013 年 10 月 15 ～ 18 日（火～

金）／東京ビッグサイト

　◇開催テーマ　『Open ITS to the Next』

　◇開催規模（目標）

　　　 会議登録者数：4,000 人、参加者数：8,000 人以上、

参加国数：60 カ国以上

　　　 出展小間数：700 小間、論文：1,000 件、セッショ

ン数：250

２－２　大会コンセプト（プログラムコンセプト）

　“Open ITS to the Next”　（東京大会テーマ）

　ITS は次世代のモビリティを形作るべく新たなステー

ジに入ります。

　これまで取り組んできた交通事故や渋滞などの課題の

解決に加えて、電気自動車などの出現によるエネルギー

マネージメント分野との連携、ネットワーク化社会にお

ける新たなビジネス機会の創出、東日本大震災の教訓を

活かしたレジリエントな交通社会の実現、という３つの

領域へその裾野を広げつつあります。

　ITS 世界会議東京 2013 では、Open をキーワードに

ITS の可能性を拓く次の４つの言葉を軸とし、大会コン

セプトを展開しました。

『Open platforms、Open connectivity、
　Open opportunities、Open collaboration』

① 　Safety and traffi  c management  （交通安全・渋滞

の解消へのさらなる取り組み）
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　中でも特に注目されるのが「プレナリーセッション

（PL）」。この「プレナリーセッション（PL）」では、世

界共通の課題解決に向け、世界 3極（欧州・米州・アジ

アパシフィック（AP））から、交通政策策定者、大都市・

大都市圏の交通責任者、産業界・学界のオピニオンリー

ダーなどが来日し、将来の住みよい社会に向けての洞察

に満ちた講演や議論を行います。他にも、エグゼクティ

ブセッション（ES）、スペシャルインタレストセッショ

ン（SIS）、ホストセレクティッドセッション（HS）、テ

クニカルセッション（TS）、インタラクティブセッショ

ン（IS）等が予定されています。

２－４　各種イベント（式典）について

　式典全体の統一コンセプトを『東京MATSURI』と

して企画を進めています。

＜開会式＞

日程　　： 2013 年 10 月 14 日（月） 16：00 ～ 17：30

　　　　　（14：30 より受付 /開場） 

会場　　：東京国際フォーラム ホールA

参加者数：2,500 名（想定） 

② 　Next generation mobility and sustainability　（持

続可能な交通社会の実現に向けた次世代モビリティへ

の取り組みとエネルギーマネージメントとの融合）

③ 　Effi  cient transport systems in mega cities/regions

（メガシティにおける人とモノの移動の効率化）

④ 　Intermodal and multimodal systems for people 

and goods　（人の移動・モノの輸送におけるインタ

ーモーダル・マルチモーダル）

⑤ 　Personalized mobility services　（モバイル機器等

を用いたモビリティのための個人向けサービス）

　 社会全体がネットワーク化され膨大なデータが情報基

盤として整備されつつあります。ITS が拡大していく

領域として、新たに展開されるサービスやビジネスの

可能性を議論します。

⑥ 　Resi l ient transport systems for emergency 

situations　（レジリエントな交通社会システムの構

築）

⑦ 　Institutional issues and international harmonization

（グローバル連携や共通の課題解決に向けた取り組み）

２－３　会議スケジュール

　ITS 世界会議東京 2013 には、約 250 の会議セッショ

ンが予定されています。政策、技術、社会受容性等、

様々な視点から発表がなされ、多角的な議論が展開され

る予定。
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ション等

２－５　展示について

　ビッグサイト西館　１階を（下図参照）700 小間に割

振り、世界の約 30 カ国・地域から、企業・団体・大学

等約 220 以上の出展があり、欧米を始め、中国・台湾・

韓国を含むAP地域全ての ITS 団体が参加し現在、ほ

ぼ完売。

　センターのアトリウムにおいては、開催都市東京都、

関係省庁、関係自治体、ITS Japan を中心に 3極と協力

して開催テーマを体現する展示やイベントを「Host 

Organized Events」として企業・団体の方や市民の方

にも楽しんでいただける ITS 世界会議東京 2013 独自の

特別イベントを予定しています。

（1）世界の ITS リーダーによる公開トークセッション

　［10 月 15 日（火）・16 日（水）　12：30 ～ 14：00］

　将来の ITS のキーとなる論点について、社会におけ

る新技術の認知と受容性向上及び実現に向けた枠組み作

りを目的に、欧米AP地域の 3極共同の公開トークセッ

ションを開催します。

①トピック 1：「高度運転支援・自動運転」

主な内容： 開催国代表挨拶、開催都市代表挨拶、オープ

ニングリマークス（世界 3極の代表スピーチ）、

功労者表彰、アトラクション等

＜展示会オープニング＞   

日程　　：2013 年 10 月 15 日（火） 11：15 ～ 11：30

　　　　　（リボンカット）

会場　　：東京ビッグサイト アトリウム、西 1・2ホール

主な内容： 主催者挨拶、リボンカット、フォトセッショ

ン等

＜ＧＡＬＡディナー＞

日程　　：2013 年 10 月 16 日（水） 19：30 ～ 22：00

会場　　：椿山荘（オリオン）

参加者数：1,000 名（想定）

主な内容：主催者挨拶、アトラクション等　

　　　　　有料申込（料金：￥10,000）

＜閉会式＞

日程　　：2013 年 10 月 18 日（金） 15：00 ～ 16：00

会場　　：東京ビックサイト、国際会議場（会議棟 7F）

参加者数：1,000 名（想定）

主な内容： 主催者代表挨拶、会議総括、ハイライトビデ

オ上映、優秀論文表彰、今後の世界会議につ

いて、パッシング・ザ・グローブ、アトラク
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ーの政井マヤさんが参加します。ITS 技術を活用した渋

滞対策や交通安全対策、近未来の ITS 技術の活用法や

東京の交通について、トークセッションを繰り広げます。

（3）Host Organized Events としての 3極合同の展示

　「ITS の歴史」、「ITS 世界会議 20 周年」の展示を天井

から吊り下げるバナーと共にご覧いただきます。

　その他にも、各種団体の企画トークセッションや遠隔

地ショーケースの映像配信、ITS 世界会議東京 2013 の

実施映像の放映等を用意しています。

２－６　ショーケース及びテクビジット

　「ショーケース」は、セッション、展示会に並ぶ ITS

世界会議の重要なコンポーネントのひとつです。ショー

ケースは、その舞台を屋外及び公道まで広げた「展示会」

と位置付けられます。東京会議では、4つの会議コンセ

プトに基づく 7つのトピックスの具体的事例として、実

　スピーカー： 日米欧自動車会社の研究開発リーダー及

び行政リーダーの方々

　CEATEC JAPAN 2013、ITS 世界会議東京 2013、第

43 回東京モーターショーの 3イベントで共通テーマと

なる高度運転支援と自動運転の将来についてトークセッ

ションを行います。

②トピック 2：「ITS ビッグデータ」

　スピーカー：ICT業界及び学界のリーダーの方々

（2）東京都による市民向け公開トークセッション

　［10 月 17 日（木）・18 日（金）　12：30 ～ 14：00］

　ITS の役割や可能性について、楽しみながらわかりや

すく理解できるステージイベントを開催。ITS の専門

家・行政・市民代表のタレントが将来の ITS と交通社

会のビジョンを語ります。

　トークセッションのゲストとして、17 日はタレント

の菊川怜さんが参加。さらに 18 日はフリーアナウンサ
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12 企業・団体）

◇主な内容：① 高度運転支援……市販車、認定された開

発車に同乗して一般道、首都高速で走行

体験。

　　　　　　② 衝突回避……市販車に同乗して会場内で

走行体験。

　　　　　　③自動運転……会場内で見学。

　　　　　　④その他、展示や映像放映有り。

◇場所： 青海西臨時駐車場K区画（住所：東京都江東

区青海二丁目K区画）

◇送迎：東京ビッグサイトより送迎バスを運行予定。

おわりに
　今回紹介したように、この 10 月 14 日から東京で行わ

れる ITS 世界会議東京 2013 ではこれからの交通社会に

関する論議が活発に行われ、様々なサービスやビジネス

に繋がること等への期待が広がると思います。主催者側

でも、20 回大会に当たることで 3極共同での製作物の

提示を含むイベントや市民の方に参加いただく市民公開

で、3極の方との交流も検討していく等新しい試みも予

定しています。

　現在日本では、政府、学界、民間が連携して技術開発

や市場への導入等を行ってきた結果、ITS の技術や実用

化で世界の最先端に位置していると考えており、ITS 世

界会議東京 2013 は、日本の各地域での官民連携による

取り組み、メガシティ東京ならではの実証実

験の成果等を、“Open ITS to the Next”の

テーマのもと、欧州、アメリカ、アジア太平

洋地域等に、世界が注目する日本の技術力と

して発信する格好の機会となると思っていま

す。海外から来られる方も含めて多くの参加

者の方々にこの世界会議を楽しんで頂ければ

日本組織委員会事務局としては、幸いであり、

皆様の参加によって作られていく国際会議と

して、必ず成功に導かれるものだと確信して

おります。

（詳細については、日本組織委員会　WEB 

http://www.itsworldcongress.jp/japanese/

参照。）
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験段階の、または実用化が近いサービスやシステムが

20 件程披露されます。

　「テクニカルビジット」では最新の ITS を運用してい

る地域を訪問します。会議開催期間中の午前もしくは午

後の半日を使って東京ビッグサイトから移動し、施設を

見学し利便性等を体感していただきます。

　9つのテクニカルビジットでは道路や列車や港湾をコ

ントロールする中央施設を訪問し、新しい車社会に向け

た取り組みを経験します。

　「ポストコングレスツアー」では、会議終了後に 1日

もしくは 2日の日程で東京から離れた最新の ITS を運

用している地域を訪問します。地域の ITS の取組を見

学し利便性等を体感していただきます。

２－７ 　Host Organized Events の一環の 3
極共同の高度運転支援・自動運転のデ
モンストレーション

　『体験しよう！“自動運転に向けて”in お台場－世界

のクルマが集合－』として、世界の主要自動車会社が集

結し、高度運転支援、衝突回避＆自動ブレーキデモ、自

動旋回走行デモ、走行映像放映等を行います。会場内で

の見学だけでなく、同乗体験（会場内、一般道、首都高）

が可能なデモンストレーションも用意しています。（10

月 15 日（火）～ 10 月 19 日（土）　※ 19 日は、ポスト

コングレス・ショーケースとして実施。）

◇デモ実施者： 国内・海外カーメーカー、研究団体（計
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